




に対し毎年度，小学校は37 Iif-}立から国語・社会 ・算数・ 1理科の 4教科について，とのう ち2教科ずつ
を毎年度，全小学校の約20%を抽出して，その 5・6年生に対して実施されてきた。文部省では昭和
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巴 読むこと 5 
文章の読解
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問題 分野・鏑域等 通し務号 ね ら し、 全国E答率 県正答率




















問題 分野・鎖域等 問しo:号 ねらい 会園正答率
囚 式文字を用い 1 0 具体的な事がらについて，文字を用いて数量を式に 20.3 
た式 表わす能力
回 式 16 連立二元一次方程式を尉いて問題を解決する能力 18.1 1 3.0 
一連立次方方程程式式， 
回 式 1 9 おうぎ形の弧の公式において，中心角を未知数とみ 44.3 36.5 . 
‘ て求める能力




問題 分野 ・領域等 通し番号 ね ら し、 全国正答率 県正答率
EY 生物的内容 光合成には酸化炭素が必要なととについての知 1 1.4 1 1.7 
光合成 識・理解と実験装置と目的との関係を考察する
力
? 7I(般化ナ トリクムの性質についての知識と実験 25.9 26.1 
装置と目的との闘係を考察する力
巴 化学的内容 3 温酸の性質についての具体的な知識 27.5 25.4 
醸 ・アJνヵ 4 水酸化ナトリクム水溶液の佐賀についての具体 26.0 24.5 
リ・塩 的な知識
5 rt和についての知識 ・1盟解 46.1 44.3 
6 水酸化ナ トリクム水溶液と塩酸との中和につい 1 8.1 13.2 
ての知識 ・理解
区| 物理的内容 7 音の高さと舷の太さ・長さ・張力との関係にゥ 5Z6 58目1
音 いての知識 ・涯解と条件を総合して判断する力
8 音の高さ と弦の太さ・長さ・張力との関係につ 68.7 6Z2 
いての知識 ・理解と実験の白的と実験装置とを
関述させて考えるノユ
回 物理的内容 1 3 オームの法員IJについての知識 ・理解とそれを電 50.5 4ヱ6
屯流 流回路に応用する力
1 4 電流計の鋳針を読む具体的な知識 5 0.8 464 
匹l物理的内容 2 3 電気抵抗についての知機 ・理解と与えられた条 64.0 62.8 
電流 イ牛を総合して判断する力と，配線図を説む力
2 4 電気抵抗についての知織 ・理解と，配線図を読 33.0 31.7 
む力
回 化学的内容 2 8 亜鉛と備酸との化学反応式についての知識・理 65.0 63.2 
酸と塩 解と氷紫の化学式についての知識
2 9 亙鉛と備酸との化学反応式についての知識 52.7 49.6 




問題 分野・鎖域等 通し番号 オ立 ら し、 全国正答率 県正答皐J
回 聞くこと 1 子音 (z) 68.0 67.7 I 
話すこと 2 二重母音 (0u) 27.6 22.6 
発音 5 文字 thの発音 (e) 66.9 65.8 
回 聞くとと 4 制詞句で終わる平叙文のくぎり 74.5 73.5 
訴すとと 5 主語十動詞+ tha tで始まる節の文のくぎり 60.3 58.2 
文のくぎり 6 形容詞句を含む長い主部の平叙文のくぎり 31.7 29.5 
回 容く こと 2 5 過去形の肯定文を過去形の否定文に転換して書く 43.9 40.1 
こと
叉の転換 26 過去形能動態の文を過去形受動態の文に転換して 62.2 59.2 
苦手くとと
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調査 A 調査 B 
配 回 配 回(中3)
録音テープを使用するのでテープレコーダーを準備




小 6算実施計画 中 3数実施計画
よそ a b c 住空 a b c 
国国国 四回目ElElロ 回盟国 四国思 国 回
回直 回目 回1elr 四回 回 ロg 回 司国 四 回 回
回
-、
盟国図 図面目 盟国副 l
日 阻函 図画 盟国
四国 四回: 盟国
西国回 ~l!き~ /ペロ~ / 
小 6 中3ともに周囲固などは分析的問砲の記号である。
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分析的問題は，全国学力調査実施5か月後の9月下勾に実施した。
その後，さらに追跡調査や分析考察をする際の推察困難な点のある児童生徒に， 個々面接をするなど
結果を考察する資料を得るための付帯調査を行なって， 分析的研究の結果をまとめた。
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